


























































出題級 出題数 平均正答率 平均識別力
４級 ２３問／２３回 ０．４５３ ０．３２９
３級 ３０問／２３回 ０．５２３ ０．３５７
２級 １問／２３回 ０．８７４ ０．２６８





















（例１）ジョンさんは いま うみで います。


























（例４）けさ、少し おそく 学校へ 行くと、もう 教室に ヤンさんが 。
１ 来ます（２．１） ２ 来ました（３２．２）






（例５）父は 毎朝、駅で 電車を あいだ、新聞を 読みます。
１ 待って（１５．５） ２ 待った（２．４）





（例６）父は、弟が 前から 自転車を たんじょう日に 買って やりました。
１ ほしい（１１．４） ２ ほしがる（１０．４）








（例７）でんきが ついて 。ですから へやが くらいです。







出題数 平均正答率 平均識別力 出題数 平均正答率 平均識別力
正しい活用形を問う ８問／２３回 ０．６５８ ０．４２３ ０問／２３回 ― ―
複合的にテイルを問う ８問／２３回 ０．３２１ ０．３０４ ２０問／２３回 ０．５４７ ０．３８４






























（例８）この レストランは いつも たくさんの 人が ね。
１ ならんで あります（８．９） ２ ならべて います（３４．１）
＊３ ならんで います（４７．７） ４ ならべて あります（９．１）
４級（２００６）、正答率：０．４７７、識別力：０．１５１
４級問題項目（例８）の対象は「人」であり、錯乱枝にテアルがある。選択率を見ると、「な
らんで あります」と「ならべて あります」とを合わせて１８．０％、「ならべて います」と
「ならんで います」とを合わせて８１．８％であり、テアルの選択率は高くない。テイルとテア
ルとの判別は難しくなかったといえる。
（例９）駅に 着くと、友だちが むかえに 来て 。
＊１ いました（６９．３） ２ おきました（１４．８）





（例１０）夕方に なって、会社で 働いて 人たちが 帰り はじめました。








（例１１）ドアが しまって 。しめて ください。
１ ありません（３６．６） ＊２ いません（１８．５）






（例１２）ナイフと フォークが テーブルの 上に ならんで 。











１ しめます（１２．６） ２ しめて います（３５．３）











＊１ おちて います（２２．９） ２ おちて あります（２７．７）
３ おとして います（１８．３） ４ おとして あります（３０．９）
３級（２００５）、正答率：０．２２９、識別力：０．３０９
３級問題項目（例１４）は、自動詞「おちる」と他動詞「おとす」との対である。選択率を見
ると、「おちて います」と「おちて あります」とを合わせて５０．６％、「おとして います」
と「おとして あります」とを合わせて４９．２％であり、自他ともに選ばれている。さらにそこ
に、テイル対テアルも関わるため、３級でも正答率が低いのであろう。
（例１５）A「もうすぐ おきゃくさんが 来るから、おゆを わかして ください。」
B「もう 。」
１ わいて ありますよ（１９．２） ２ わかして きますよ（１６．８）
＊３ わいて いますよ（１７．０） ４ わかして おきますよ（４６．９）
３級（２００２）、正答率：０．１７０、識別力：０．０７３
３級問題項目（例１５）は、自動詞「わく」と他動詞「わかす」との対である。選択率を見る
















１ 書きました（１０．６） ２ 書かないでした（１０．５）




１ 食べません（２１．５） ＊２ 食べて いません（２９．６）






（例１８）としょかんの 本は まだ 。
１ かえさないでした（１７．６） ＊２ かえして いません（５４．６）
























（例２１）じどうしゃは 一だいしか とまって 。
１ あります（２９．５） ２ います（２１．２）







（例２２）じどうしゃは １台しか とまって 。
１ あります（１２．８） ２ います（１１．４）













１ さむく いる（８．７） ２ さむいで いる（９．２）









１ 休みたいです（３９．２） ２ 休みたがります（１３．４）






























１ もちません（８．２） ２ もちませんでした（１２．６）









１ さむく いる（８．７） ２ さむいで いる（９．２）






（例１２）ナイフと フォークが テーブルの 上に ならんで 。








































（４）項目反応理論（Item Response Theory ; IRT）による困難度パラメタと識別力パラメタとの値を指す。
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